









なわち’50～ ’60年代に Primaryinnovation 
centerとして機能していた，スウェーデン・
1レント大学に代わるアメリカ・オハイオ州立















































































































































































をもっている。J（クリスタラー ， 1969,pp. 

































アイオワ州の農村地帯（Rushtonet al., 1967) 
とニュージーランド ・クライストチャーチ市


























































































































































































3) Huffモデルについて 一般に， Huffモ
デルは， Reilley-Converseの商圏画定モデノレを
確率論的に展開したものとして位置づけられ
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ところで， Berry（ペリー ， 1970,pp.52～53,
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る（高橋・増田， 1975, pp. 391～392〕。
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1975; 1976), Cliff et al. (1974; 1975; 1976), 
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E 一一二Lー ( i * J ) ・…・帥
jpi 宅j＋写i
である。ただし，可i=Oで写i= 0ならば
Pjpi と P;piは定義されず13~ 写i= 0でT;j> 
OならばPゅ＝ 1, T;j = 0で写；＞Oならば
吟pi=0である。したがって，ら＋弔j>0 
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はOであり， 5% (S X 100）程度ならば良


























































































































い始め，デンマ クー （Andersenet al., 1974), 







































































Rushton (1971 c) 










食料品 603世帯 1,000前後の町l) 30 25－；，イノレ 人口
食料品 5,500 42 25－；，イル 人口
衣服 560世帯 1,000前後の町l) 30 25－；，イノレ 人口
食料品 287 30 25－；，イル 人口









DeTemple (1971)2) アメリカ・アイオワ州U960) 20種の最寄品 6(3世帯 1,000前後の町。 48 487イル 人 口 0 .334 M D-SCAL 
Andersen et al. (1974) デンマー ク・モー ス地域（1972) 食料品 266世帯 41中心地3) 25 25キロ・メートル 中心地機能数 0 .507 AARSCAL 
Lentnek et al. (1975) メキンコ・アグγスカリエンテス州(1968）食料品 861世帯 129町村 24 人 口 M-D-SCAL 
Girt (1976) カナダ・ニュー ファンドランド地方 食料品 1,606世帯 200余りの集蕗 17 4) 100－；，イノレ 小売機能数 0.215l POLYCON〔修正）
Hinshaw and Stutz (1976）アメリ力・サンディエゴ（1972〕 教会 1,300人前後6)14教会 12 7）叩マイル 礼拝世帯数 M-D-SCAL 
Lieber (1977) アメリカ・バッフアロー 都市圏（1974) ボーリング 274人 41ボーリング場 24 4. 5マイル レーン数 POLYCON 
Timmermans (1979) オランダ・アイントホーフェン 買回り品 1,041世帯 175商店街 23 B) 60分 商店街従業者数 0. 011 MINISSA 
Timmermans ( 1980) オランダ・中部ヘノレデノレラント地域 買回り品の 4,500世帯 1z9l 60和・片－r1レ中心地階層 0.094 MINISSA 
オランダ・フリースラン卜地域 買回り品の 4,100世帯 15 9) 60キロイ－r1レ中心地階層 0 .069 MINISSA 
1）人口 50人以上の町を対象としているが，正確な数は不明。








め，この仮定を緩めている。他方，中心地 いる。デンマーク（Andersenet al., 1974），メ
（商店街）の規模は一般に人口で表わ喜れて キシコ（Lentneket al., 1975）の場合の無差別






抽象的に規模を定義しているものもみられ したLentneket al. ( 197 5）は，無差別曲線の形
る。対象からみて当然のことではあるが， の違いを地域住民の所得差に帰し，所得水準
Lieber (1977), Hinshaw and Stutz(l976）は，そ が高まるにつれて人々の可動性は高まり，遠
れぞれボーリング場のレーン数と，教会礼拝 くても利便性が高い中心地を好んで利用する
世帯数をもって規模を代表させている。なお， ようになる結果であるとしている。ちなみに，















かし，デンマーク（Andersenet al., 197 4），メ として，アイオワ州での1960年の結果を1934




いる。デンマーク（Andersenet al., 197 4）とメ すなわち， 1934年の場合には. 8マイル以



































































































































































































































































































p (x, y）孟o.5, P (y, z）ミ0.5







p(x,y）と0.5,p(y, z )~ 0.5 

























節で簡単な検討を行なったが， Girt(1976, p. 
150）は，距離と規模が明確な形で消費者の意
志決定過程に介入しないであろうと述べ，







mans (1979), Timmermans and Rushton (1979), 






(Briggs, 1973; Canter and Tagg, 197 5; Sherman 
et心.， 1979），さらに認知（時間）距離と現実の
時間距離との聞にも強い相関関係があること































































































































































































17 43 36 タイ 7•
ナシュア（N〕 17 0.37 0.04 
チャーノレズ・
43 0.63 0.09 シティー （C〕
ウェイヴァリー
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（佐藤， 1978,pp. 45～47, p. 252). 
3 ) Louviere ( 197 5）は， Burnet(1973）のデータ
の集め方，よりどころとする心理学の理論，方法
等に関して多岐にわたった批判を展開している。














クな MDSのアルゴリズムの1つである MINISSA 
(Michigan -Israel -Netherlands -Integrated 
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かった．第2に， Andersenet al. (197 4）は，距
離の上限を7kmとした上で，新たに24の立地タ
イプを設定し，再度分析を行なっているが，その






















































































































23）すでにふれた Maclennanand Williams ( 1979) 
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らも，好意的に評価した論文（Hubbard,R. and Thompson, A. F町(1981）：・ Preferencestructures and 
consumer spatial indifference behaviour: some theoretical problems. Tzjdschrift voor Econ. en Soc. 
Geograρe, 72, 35～39）が現われたこ とから判断して．このテーマをめぐる論争はしばらく続くかもし
れない。
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